
脳トレコーナーの答え　１：かきごおり（かき氷）　２：おりんぴっく（オリンピック）

　3月月からら、こちこちらで働かかせてせ いたいただいいて
おりりますす。特別別養護老護老人ホ人ホームムで働くにく はは、
初めめてななのでで、学学ぶことももたくくさんんありまま
す。。寄りり添っった看看護をを心ががけががんばりますす
のでで、よよろししくおく 願い願いいたいたしまます。

特養特養 看護師　師　向井井地地亜希希子

４４月かから生活相活相談員としして働て かかせていいた
だだいていていますす。
　介護護現場場でごご高齢の齢 方方と関関わるるのはは約
10年ぶぶりにになりりますすが、皆様様に心心地よよく
過過ごしてしていたただけけるよるようう精一杯一杯努めめますす。

特養特養 生活相談談員員　建建井 賢賢士
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日日頃頃はは 私、私たちたちの事の事業
にごにご理理解解とごとご協力協力ををいいたた
だだきき、感感謝申謝申し上し上げげまますす。
ここれれかからもも、広広報報誌誌をを通通
じじて、私私、 たちた の事の事業業がが皆皆
さまま発信信発 できできるよるようにうに努
めてまいまいりまります。す。

集後集後後記記集 記集後後後編 記記集編編集後記
新型型コロロナナウイイルスがが猛威をを振振るるっっておりり、不安安な日々々を過ごごさ

れてているののではなないででしょううか。感染のの予防にには、密密集・密閉・・密
接のの３密をを避けけることと、手洗洗いをしっかかりと行行うこことが大大切です。
私たちちも感感染予防防、蔓延延防止にに細細心心のの注注意をを払払っててまいりります。。新
型コロロナウイイルススのの脅威ががななくなり、平穏穏なな日々にに戻りまますよううに。

新型コロナウイルス

会会計経経理事事務ととしてして入職入 ししましたた。先先輩
方方のごご指導を導をいたただきながながら、、丁寧寧で正正確
なな仕事事を心心掛けててまいまいりまます。。

特養特養 事事務員　員　松本本 明明子

初初めまましして、111月1月に入に入職させせていたいただだ
きまきましたた、大大釋釋（だいしゃく）く）ですす。漢。 字字が
難難しいいので伝で伝えるる時に難儀難儀ですすが、難ししい
のので覚覚えててもららいやすやすい利点ももありりますす。
皆皆様とと、ほっほっとひひといき等き等を通通じてて、交交流
できできる日日を楽楽しみにしていまます。

特養養 生活生活相談相談員　大大釋　一慶慶

　３月月から厨厨房で食事食事の準の 備・片付片 けをけを週
２回回お手伝伝いさせせて頂いてていまい すす。皆様様と
共にに明るくく過ごごしていいきたたいと思思いますす。
よろろしくおお願いしします。

伊勢寺寺デイサービビスぬスぬくもくもりの家 浅川 昌昌美

利利用者者様ののたくくささんの笑の笑顔にに出会会えるえ よよ
う、、リハハビリリを頑頑張りりますす。

特特養 作業作 療法療法士　鈴居　智美美

新任職員紹介♪

10 年 表 彰
これからも地域の皆さまのためにがんばります。

「ケアハウス２Fより撮影」



脳トレの
コーナー

答えはＰ８

右右周りに読むとあとある言る言葉が葉が出てきます。
「？」に正し正しい１文字を補ってて、あ、 る言葉をを答えてくください。

（ ）（ ）

〈 深深深長長長 〉
「い「いいつもつもつも来て来て来て下さ下下 るるる時ははは、
楽しししませせせていて ただだだたた きままま
す。歌やややゲームムムで心心心が晴晴晴
れれれ晴れれれして楽しいいい一時時時を
嬉しししく思思いまいまいますす。」

〈 大大大阿阿阿坂坂坂 〉〉〉
「楽「楽楽しいしいしいひととと時を時を時を有難有難有難うごうごうご
ざいいいまししした。た。体体体操ででで体ももも
ほぐぐぐしてててもらいいい、又又又明日日日
かかから農農作農作業に励ままましててても
らいいいますすま 」」。」

〈 伊伊伊勢勢勢寺寺寺 荒荒荒井 〉〉〉井井
「皆皆皆さんさんさんと一緒に緒に緒 楽し楽し楽しく遊く遊く遊
べるるるのががが、一番番番楽ししいいいし 。
笑顔顔顔笑 がこここぼれるるるのががが嬉ししし
いいい。時時時々この遊びびびををししして
欲しししい。」

ほっと
一息

・新しい発想や工夫をもって『食べる喜び・共に過ごす楽しみ』のニーズに重点的に応えていきます。
・研修や自己研鑽の機会を積極的に生かし、人としての成熟の中で、入居者様に寄り添い相談事
の解決に繋げます。

・職員同士、一日一度「おはよう」「ありがとう」「おつか
れさま」を伝えあいます。
・プライベートな時間を充実させる為に、効率的に業務を
進め、又各々得意分野でフォローしつつ、全員定時に帰
宅します

・ほっと一息の様に阿坂老人会草取り・運動会等、地域行
事参加の機会を職員全員がもてる様にします。
・災害や緊急時に地域防災拠点の一つとなれる様、地域全
体の防災について考える姿勢を持ちます。

ケアハウス
＊入居者様の生活満足度を高めます

＊働きやすい職場、豊かなコミュニケーションを育て、
　円滑かつ効率的な情報交換を行います。

＊地域交流の機会に積極的に参加します。

⑴　地域と繋がり助けあう、開かれた施設を目指します。
⑵　専門職としての自覚を持ち、お互いに成長できる職場環境作りを目指します。
⑶　「知らない」「聞いていない」「関係ない」を減らすように努めます。

　いつも当施設をご利用いただき、ありがとうございます。阿坂の地に種がまかれ、
地域の皆さまはじめ、多くの方々に支えられ、
今年48年目を迎えます。時代は変わっても、
常に法人の理念である「人を愛し、助け、支え
る」に立ち返り、利用者様、ご家族様、共に働
く職員様、地域でお支えいただく皆さまととも
にこれからも歩んでまいりたいと思いますので
よろしくお願い申し上げます。

１．事 業 目 標
特別養

護老人ホーム 各事業所より



　地域支援事業「ほっと一息」について、紹介をさせていただ
きます。各地域の皆さまが心待ちしてくださっており、職員一
同感謝しております。これからも地域の皆さまと共に歩ませて
いただけるようにがんばってまいります。

〈 八八八重重重田 〉〉〉
「大大大変楽変楽変楽しくくく過ご過過 すこすこすこととがとが
出来来来まししした。。吉吉吉本よよよりおおお
もしししろいいい漫才漫 ををを聞くくくこととと
ががが出来、来、来、愉快に過に過過ごすすすこ
とががが出来出出 ました。」」」

〈 伊伊伊勢勢寺勢寺 井井井関 〉〉〉
「体体体操で操で操で体がががほぐほほ れ気れ気れ気持持ち持ち
良くくくゲーーームでで笑笑笑い、歌ももも
みんんんなででで声を声 出出出しててて、ととと
ててても楽楽し楽しかったででです。。有
難うううござごご いましたたた。」。」。」

〈 美美美濃濃濃田田田 〉〉〉
「一「一「一人人人ではなはなはなかなかなかなかすすする気気気
の出出出ないいい体操体操ももも、ここここへへへ
来れれれ来来 ば楽楽楽ばば しくしくしくでででききき、、、ああありりり
がとがとがとうごごございざいざいまましました。た。た。」」

〈 伊伊伊勢勢勢寺寺寺 北北北村 〉村村
「「コ「コグググニ体操体操体操は簡は簡は簡単ななな動ききき
なのののに、、、こんこんなななに難難難しいいい
とはははとと 、本本本、、 当に当に当に笑笑笑ってててししままま
いまいまいますねすねね。」。」。」

ほっと
一息について…

みなさんに良良くししてもらって良
ありりがたたいですり

　ケアマネとしてのピークを過ぎ、
下降気味の私を、このメンバーに支
えられて、共に歩めることに感謝し
ております。最高の仲間です。そし
て今後も法人の窓口として最高の事
業所を目指します。

居宅介護支援事業所

ステキな職員さん達に
囲まれて幸せです

ます運命運 の出逢いに感感謝しまま

楽ししく笑顔顔になり喜んんでいますすし

デイササービスを楽ししんでますす！！

家でもデイでもリハビリ！リハビリ！

谷口谷口
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でのの立役立役役者者者

金金児児
今今まででのの経験経験がケがケアアアマネネとと
しして今今今開開花！！
静静かななな一一面とと面 一気気ににははじじけけ

ーる女女優の優のの二面面をを持持持つつつニニューーー
フェフフ イスイス
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　毎月ご利用者の皆さんと
共同で作っています。
　内容を考えたり準備する
のは大変ですが、ご利用者
様からも「良いのができ
た。」という声や笑顔が見
られるのでこれからも続け
ていきたいですね。

　良好な関係に努めます。
・「知る」「知らせる」を意識して業務に取り組みます
・近隣地域との交流に積極的に取り組みます。

　みなさまのお宅へ訪問し、入浴のお手伝いや食事の準備等
のお手伝いをさせてもらっています。コミュニケーションを
大切にして、楽しい時間を過ごしていただけるように毎日、
頑張っています。

し

す。

訪問介護事業所

節分

ひな祭り

桜とチューリップ

①ご利用者との時間を大切に、親切で丁寧な対応に努めます。
②清掃デーを作り、施設を大切にする心を養います。
③ありがとうメッセージをもらえる事業所NO.1 を目指します。

①伝達事項は全て文章にて回覧します。
②書き手は伝える、読み手は理解する事を意識した情報伝達を行います。

①地域の運動会・盆踊り大会への参加を続けます。
②予防教室やほっと一息の定期開催の継続・定着に努めます。

デイサービス 事業目標１．真心をもって本来できうるサービスを提供します。

２．正しい情報を伝え、情報の漏れが出ない仕組みを作ります。

３．地域交流の機会に意欲的に参加します。

❀

♪コーラス♪
　水曜日・金曜日に月１回ずつ
　講師の先生のご指導のもと、
皆で楽しく合唱しています。
上手に歌うことよりも楽しく
歌うことを目的にしています
ので苦手な方でも大丈夫です。

　皆が気持ち良く過ごせるように、日々の清掃と定期的に清掃の日を
設け掃除を行っていきます。また感染症や食中毒がおきないように、
感染症対策にも力を入れていきます。

　知り得た情報は口頭だけでなく、文章化して皆に発信します。情報
の漏れがないように共有していきたいです。

　地域の行事（運動会・盆踊りなど）に参加します。デイサービスを
アピールできるように、パンフレット作りを全職員で行っていきます。

『継続して利用していただけるデイサービスを目指します。』

『情報・連絡は文章化し、情報共有をします。』

『近隣住民と接する機会を持ち、アピールしていきます。』

☆太鼓☆
　月１回（月替わりですべて
の曜日に来ていただきます）
　先生に和太鼓を用意してい
ただき、皆で演奏をします。
演奏を通して、頭だけでなく
身体を使うことで筋力低下の
予防にもつながります。　

伊

勢寺
デイサ

ービス　ぬくもりの家

息子さんと 2人暮らしで
朝夕、美味しい食事を喜ん
で召し上がってみえます。
いつも、笑顔でヘルパーを
迎えて下さいます。

お仕事紹介

　伊勢寺デイサービスぬくもりの家では、今年の４月より、レクリエーションに「コーラス」が月２回に、
また、「太鼓」が新しく仲間入りしました。


